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1. 目的  

 No．１４で報告した粘土粒子の粒径と粘土粒子の比放射能の関係式より、粘土粒子の汚染に関する

モデルを組み立てる。 

2. 方法 

 事故後、放射性セシウムは粘土粒子の表面に厚さa内に吸着されたと仮定すると（殻状汚染モデル）、

粘土粒子の粒径と粘土粒子の比放射能とは、以下のように計算される。 

 先ず、粘土粒子を球体と仮定する。その半径を r とする。この場合、粘土粒子の体積は 3/4 3r と

なる。従って、粘土粒子の質量は 3/4 3r となる。ここで、  は粘土粒子の密度である。一方、粘

土粒子の表面積は
24 r であるので、放射能は上の仮定により

24 nar で表される。ここで、nは単位

体積当たりの放射性セシウムの放射能とする。 

 従って、表面汚染された粘土粒子の比放射能 Aは次式で計算される。 

ar に対しては、
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で与えられ、一定値をとる。 
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 と計算される。 

これは、 ar  に対しては、
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となり、 r の逆数に比例する。 

3．結果 

 No．１４で報告した粘土粒子の粒径-比放射能の相関図に上記式を記入して得られたものを図１に

示す。実験値と理論値との一致は良い。このことより、粘土粒子は、表面に分布しており、その厚さ

は約１０μｍと予想される。 

 

 
図１ 粘土粒子の粒径と比放射能の関係を説明する殻汚染モデル 
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